
２県６市共同による島根原子力発電所対応の原子力防災訓練を平成３０年度も実施。

（共同訓練実施は平成３０年度で８回目、うち実動の住民避難を伴う訓練は７回目）

【平成３０年度訓練実施状況】
① 訓練参加機関・参加者数： ４５機関、約９５０名（うち住民約１８０名）

② 訓練日程及び内容

※他に、当県独自でで8月30日に図上演習を、8月18日船舶避難訓練をそれぞれ実施

③ 本年度の訓練の特徴と成果

• 複合災害を想定した訓練を実施し、災害対策本部内での情報共有及び対策検討に係る対応手順
を確認できた。

• 聴覚障がい者や外国人の避難を想定し、避難退域時検査に関する平易な資料を作成し会場内に
掲示した他、検査会場において翻訳アプリの活用や筆談による意思疎通を行う訓練を実施した。

• 航空自衛隊の協力の下、新たに配備された大型輸送機（C-2）を活用した入院患者の輸送手順を
確認するとともに、災害医療派遣チーム（DMAT）が参加しての実機研修を実施した。
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７ 平成３０年度原子力防災訓練実施状況



陸自大型ヘリによる避難訓練

（10/26・10/27 訓練実施写真）

７ 平成３０年度原子力防災訓練実施状況

OFC運営訓練２県６市テレビ会議（10/30）

機動モニタリング訓練モニタリング本部運営訓練

本部等運営訓練（現地対策本部）

７ 平成３０年度原子力防災訓練実施状況

車両除染訓練 車両検査訓練 避難退域時検査訓練

（10/30 訓練実施写真）

広域避難所設置・運営訓練 空自C-２輸送機による医療機関
入院患者輸送訓練

避難行動要支援者避難訓練



災害時の適切な対応

放射線に対する
正しい理解

原子力施設見学会（島根原子
力発電所、オフサイトセンター等）

原子力防災
ハンドブック等

出前説明会

原子力防災訓練

放射線に関する
基礎知識の普及

原子力防災の
取組の周知

広域住民避難計画
等の周知

原子力防災に
関する正しい理解

県政広報（県政だより、とりリンク、
新聞、ラジオ、ホームページ等）

原子力防災講演会

住民説明会
（米子市、境港市）

原子力防災に関する
安心・安全の確保

原子力防災対策については、住民の放射線に対する正しい理解と防護対策への共通の
理解が重要であるため、普及・啓発活動をPull型・Push型など様々な形で実施

とっとりの
原子力防災2018
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ＣＡＴＶ情報番組

原子力防災動画チャンネル
YouTube

８ 住民等への普及啓発

Ⅰ 原子力防災講演会（全県民対象・平成２４年１月～）

22

開催状況

日時・会場
7月8日（日）10：30～12：30
境港市保健相談センター

参加者 県民等80名

内容

〔演題〕「原子力災害時の対応方法」
〔講師〕 東京大学特任専門員 飯塚 裕幸 氏

※講演会場に移動式ホールボディカウンタ車を展
開するとともに、講演会参加住民を対象に模擬
測定訓練も実施。

実施体制
主 催：鳥取県、米子市、境港市
後 援：県内西部町村

※本講演会は平成２９年度から米子・境港両市で年間各１回ずつの開催としていましたが、平成３０年
度は米子市開催時、大雨に伴う避難勧告が発令されたため中止しました。

放射線や放射線防護などについて学び、県民の方が原子力災害時に適切な対応や
行動〔外部被ばく・内部被ばくへの注意、屋内退避の有効性、避難等〕がとれるよ
うにするため、県民を対象とした原子力防災講演会を開催。
この講演会は、福島第一原子力発電所事故後毎年開催。

▲移動式WBC車による測定訓練

▲講演会開催の様子

８ 住民等への普及啓発



【平成３０年度開催実績】

Ⅱ 放射線研修会（東部・中部地域の住民及び行政職員を対象）
原子力災害発生時の円滑な住民避難のためには、避難先地域の住民等への放射線や原

子力災害、広域避難に関する理解促進も重要であることから、避難先として計画する、県東・
中部地域の住民、市町や県の職員を対象として研修会を開催（平成２５年度から）。

県中部地域 県東部地域

日 時 ７月３１日（火）13:30～15:10 ８月１日（水） 10:30～12:10

会 場 駅パル倉吉 多目的ホール 県東部庁舎 第202会議室

内 容
〔演題〕原子力災害時による影響とその教訓を考える（原子力災害時の対応方法）

〔講師〕岡山大学医学部保健学研究科 教授 山岡 聖典氏

参 加 者

中部地域の市町・県職員等 ３２名

▲中部会場開催の様子

東部地域の市町、県職員等 ２８名

▲東部会場開催の様子 23

８ 住民等への普及啓発

Ⅲ 原子力防災現地研修会（全県民対象・平成２４年度～）
原子力発電や原子力防災について、県民の方に実際に現地を目で見て理解して

だくため、島根原発等の関連施設の見学を含めた原子力防災現地研修会（見学会）
を年間３回開催。

第１回 第２回 第３回

日 時
４月２２日（日）
10:30～15:30

８月５日（日）
10:40 ～15:30

１１月１日（木）
10:30～15:20

参 加 者 県民 １４名
小中学生とその保護者
３９組８０名

県民 ３６名

研修先・
研修内容

午前

島根県原子力防災センター
【研修内容】
・放射線の基礎、原子力防災に関する研修
※第２回は小中学生向けとして実施し、大学講師を招き、
実験などを行いながら理解できる内容を設定。

（右写真：第２回実施時の放射線測定器による測定体験
の様子）

午後

島根原子力発電所・島根原子力館（広報施設）
【研修内容】
・発電所の見学等を通じた原子力発電及び発電所の
安全対策に関する研修

（右写真：中国電力広報施設での見学の様子）

【平成30年度の開催状況】
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８ 住民等への普及啓発



Ⅳ 避難先・避難経路確認訓練（平成２７年度～）
広域住民避難計画に記載する避難経路、避難退域時検査会場、避難先施設等を
実際に視察し広域避難に関するイメージを掴んでいただくとともに施設の状況を確
認する住民参加の訓練を実施。
【平成２９・３０年度実績】

参加地区・人数 日時 行程等

米子市住吉地区住民
３４名

３月１０日（土）

【視察行程】

一時集結所 避難退域時検査会場 避難先施設

• 移動については広域住民避難計画で設定する広域避難ルートを
使用して移動し、移動に要する時間などを体感。

• 避難先施設到着後は、施設の内・外観を視察するとともに、施設
管理者や地元自治体の防災担当者から施設の特徴や周辺環境
（医療機関や店舗の所在状況）の説明を受け、広域避難時の滞
在イメージを持ってもらえるよう取り組んでいます。

▲訓練時の視察・説明聴講の様子▲

境港市誠道町住民
２０名

４月８日（日）

境港市中浜地区
(財ノ木町)住民
３７名

９月２日(日)

米子市富益地区
（西中自治会）住民

２０名
９月２３日(日)

25

８ 住民等への普及啓発

Ⅴ ＣＡＴＶによる防災情報の提供（平成29年9月～）
（１）目的等

原子力防災対策や日ごろの備えなど、県民（特にＵＰＺ）に知
っていただきたい内容を紹介するほか、原子力防災訓練の実
施などの情報を中海テレビで放送し、普及啓発を行う。

（２）情報番組の内容等
ア 番組名 とっとりの原子力防災～知ろう、学ぼう、考えよう～
イ 放送回数等 週2回以上。年間計100回以上。番組の長さ２分
（３）放送終了後、放送番組は県の「動画チャンネル」で閲覧可能

【平成30年度放送内容】

26

年月 原子力防災情報 今月のお知らせ

平成
30年

１月 避難退域時検査 原子力防災アプリ

２月 安定ヨウ素剤 避難計画の修正（パブコメ）

３月 原子力災害医療 ２号機の審査状況等

４月 環境放射線の測定 地域防災計画等の修正

５月 広域住民避難計画の修正 原子力講演会

６月 原子力災害医療体制 原子力防災訓練（船舶）

７月 モニタリング結果
第２回原子力発電所現地研修
会

8月 原子力環境センターの紹介 ２号機の審査状況

9月 広域住民避難計画避難場所の紹介 原子力防災訓練の実施

10月 島根原発１号機廃止措置の状況 第３回原子力防災現地研修会

11月
広域住民避難計画（避難方法）の紹
介

鳥取県原子力防災アプリ

12月 県民への情報伝達手段等の紹介 ２号機の審査状況

８ 住民等への普及啓発



Ⅵ 原子力防災ハンドブック、とっとりの原子力防災2018

• 原子力災害時の対応や放射線の基本的な知識の普及啓発のための広報紙、「原子力防災ハンド

ブック」を改訂。UPZ圏内の他、避難先となる県内市町村の住民向けにも配布を実施。
• 当県がこれまでに実施した原子力防災・安全対策に関する施策等をまとめた、「とっとりの原子力防
災」を改訂し防災関係機関等へ配布。
（※いずれの広報資料も平成25年度に初版作成。以降毎年度改訂。）。

データは原子力安全対策ホームページ（http://www.genshiryoku.pref.tottori.jp/）に掲載
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８ 住民等への普及啓発
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